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は順調で術後 36日目に無事退院した。 7ヶ月に至る現
在，吐・下血の再発はなく元気に職場に復帰している
が，なお長期の観察が必要であろうと思われる。
23. 早期食道癌の一例
李思元，大藤達，下鳥隆生(大分中央)
鍋谷欣市(千大)
患者大O 茂 73歳男性
昭和43年5月7日，軽度の鴨下障害を主訴して来院。
患者は初診9ヶ月前より上記症状に気づき， 2，3の医
院を訪れたが診断不定であった。受診時栄養状態良好，
諸検査にでも特に異常を認めなかったが，食道X線検査
で胸部下部食道右前壁に約 3.5cmの腫癌型陰影欠損を
認め，比較的早期の食道癌と診断し， 5月20日右開胸，
胸部食道全摘，食道外凄兼胃凄造設術を行なった。切除
標本は腫癌型，限局型で大きさ 2.8cmx 2.0 cmで，組織
学的分類は類表皮癌，異型度は CAT1，SAT 1，浸潤
度 INFα，深達度は粘膜下層までに止まり，一部粘膜
内転移を認めたが，筋層には及んで、いない。またリンパ
節転移は認めなかった。以上の所見により早期食道癌と
診断し，これに根治術を施行したので報告した。 
24. 回腸細網肉腫の一例 
0大沼直拐，小渋智哉，久賀克也(船橋中央)
最近船橋中央病院外科にて稀有なる回腸細網肉腫の一
例を経験したので多少の文献的考察を加えて発表した。
症例， 52歳，男性，主訴，右下腹部腫癌。既往歴， 12指
腸漬蕩。家族歴，特記すべきことなし。現病歴，来院 1週
間および右下腹部痛あり。某医で虫垂切除術施行。その
際回盲部腫癌指摘され当科紹介さる。現症，体格中等
度，限験結膜に貧血なし。頚部，服習，鼠径部のリンパ
節触知し得ず。右下腹部に腫癌触知す。手術所見，腰麻
下に下腹部正中切開。回腸末端に超鶏卵大腫癌あり。栂
指頭大より小豆大の弾性軟，散在性の局所リンパ節多数
認む。回盲部切除。回腸・上行結膜端々吻合術施行。切
除標本，回腸末端部 12cmにわたり腸壁肥厚著明，雛壁
欠如・病理組織学的に網状細網肉腫の診断を得る。術後
エンドキサンの隔日投与，入院 41日聞に総量2000mg。
本邦の腸管細網肉腫は今回の文献的考察により，十倉
等の 96例を加えて 99例であった。 
25.一年間の病院統計ならびに脂肪腫による小腸重積
症の一治験例
楊朝明，中村武，吉川正宏(中村(武)病院)
最近5年間の外来総数は，各年度とも 7500例前後で，
胃疾患々者は約 70%内外である。最近 1年間の入院患
者総数は 709例。その内 578例が手術をうけ，胃潰療が
最も多く，ついで胃癌， 十二指腸潰虜であるが，計 439 
例が胃ないし十二指腸疾患である。手術死亡率は 0.69%
である。
次に，脂肪腫による小腸重積症の症例は， 44歳の女性
で，主訴は腹痛で，約 l年前より心寓部痛があり，当院
にて，慢性胃炎および胆のう炎の治療をうけている。腹
部所見として，回盲部に手拳大の軟らかい腫癌がある。
腹部単純撮影では著名なガス貯溜像はない。開腹するに
回腸未端部より約 120cmの部に重積を認め，先進部に
黄色の腫癌 2.5X3xO.9cmがあった。組織学的には脂
肪腫であった。 
26. S字状結腸捻転症の統計的考察について
横田俊二，本多陸人(幸手病院)
過去8年聞に S字状結腸捻転症を訴え手術した患者10
例を経験したので，統計的意義を加え，報告する。
全症例の(2例を除き)ほとんどが 50歳以上の高齢
者で， 9例までが男性であった。術前の主訴は，腹痛，
幅吐の他に，必ず便秘を 3"， 7日間訴えている例が多か
った。術前の診断は，イレウスか，腹膜炎にて，開腹後 
Volvulusと診断された例が多い。高齢者の多くは，全
身状態が悪く，手術も整復術のみが 3例，切除例は l例
にすぎず，他のすべては，整復術後切除できず，糞痩設
置して，二次的に切除する手段をとらざるを得なかっ
た。
諸家の報告の如く，死亡は 3例で，死亡率 33%で高
く，それ故，老人で，長い期間便秘に悩み，急激に，腹
痛を訴えてきた場合は，一応 Volvulus を考え，早期
に根治手術をはかるべきだという結論に達した。 
27.外傷性騨破裂の一治験例
野村庸一，大津鏡，中山博(沼津市立) 
1969年 6月23日， 軽四輪を運転し電柱に衝突す。こ
のためハンドルにて醇体部断裂を起した 42歳男の症例
である。断裂部では主醇管の損傷の有無は確認できなか
った。受傷後 10時間， 内臓破裂の診断の下に開腹，醇
断裂部にゴムドレーンを挿入す。術後経過は順調で，第 
6'"'-'12病日まで糖尿病の発生をみたのみである。凄孔は 
5ヶ月後に閉鎖す。 
28.最近経験した興味ある大腸疾患
蜂巣忠，高橋康(熊谷協同病院)
症例 1，49歳の女。下肢浮腫とるいそうを主訴として来
165 第 5回佐藤外科例会，第 488回千葉医学会例会 
院した。注腸造影では盲腸から横行結腸の)部にかけて
辺縁不整の陰影欠損が認められ，開腹するに回腸末端部
と盲腸上行結腸横行結腸の一部に及ぶ広範.な結核的病変
がみられた。病巣部切除後，回腸結腸側々吻合を施行し
たが術後経過は良好である。
症例 2，50歳男。右下腹部鈍痛を主訴として来院。触診
で回盲部に鶏卵大の腫痛を触れ，注腸造影では，辺縁平
滑の内腔に膨起せる陰影欠損がみられる。白血球増多は
ない。開腹するに虫垂が線維性に肥大しており，坂口等
の言ういわゆる前駆型に相当した。
その他，回盲部癌の症例を述べ，若干の文献的考察を
加えた。 
29. 胃細網肉腫の一例
秋元駿一， 0星野豊(要町病院)
症例は 62歳の女性で，約半年聞にわたる心簡部痛を
主訴として来院。体重減少，黒色便を伴っており，腹部
に呼吸性移動のある腫癒を触知した。検査所見では貧
血，高血圧，腎機能障害を認め，胃部レ線透視にて胃体
部より前底部にかけての巨大な陰影欠損を認めたっ胃癌
の診断にて開腹せるに肝転移を認めず，少数のリンパ節
転移を認めるのみであったので， ピjレロート氏工法によ
り胃切除を行ない腫癌は完全に摘出した。腫癌は 10.5 
cmX9cmの巨大なもので，中央に潰蕩形成を営み，病
理組織的検索にて細網肉腫と診断された(千葉大病理学
教室)。
以上，最近当院において経験された胃細網肉腫を報告
し， 合わせて若干の文献的考察， 特に昭和 41年発表さ
れた愛知ガンセンター赤崎の胃肉腫に対する組織学的再
検討を合わせ考察した。 
30.興味ある頭部外傷の数例について
劉浩志(川鉄病院・脳外科)
近年交通事故の増加に伴い，頭部外傷も益々増加して
きた。第二外科および川鉄病院におけるここ数年間の頭
部外傷手術例を調べ，報告すると同時に，興味ある頭部
外傷の数例について供覧する。
症例 1， 18歳男子頭蓋内異物
症例 II， 37歳男子外傷性 Pneumocephalus
症例 III，35歳男子静脈性硬膜外血腫
症例 IV， 3歳男児クルーゾン氏病に合併せる頭部外
傷 
31.頑痛症に対するコルドトミーの経験について
忍頂寺紀彰，大西盛光(川鉄病院・脳外科)
坂巻惜(同整形)
牧野博安，植村研一(千大)
川鉄病院脳神経外科において， 4例の thoracic(Th2) 
における Cordotomy を経験したので，症例を供覧し
あわせ若干の考察をした。
症例 1，33歳，女性，原発不明の癌であって，左膝蓋骨
転移により， 同部の頑痛を来し，歩行困難となった。 
Cordotomy後右 Taー 10 の hypalgesia とそれ以下の 
analgesiaを示し，頑痛は消失歩行可能となった。
症例 2，34歳，男性，陰茎癌のため，右ソ径部に潰虜形
成，同部の頑痛と下肢の放散痛を訴えた。 Cordotomy
施行，右 Th10_L1の hypalgesiaとそれ以下の analgesia
を示し頑痛は全く消失した。
症例 3，45歳，女性で子宮癌再発のために，左大腿より
瞥部に激痛が発現， Cordotomy施行，左 To-ahypal-
gesiaとそれ以下の analgesiaを示し，頑痛から全く解
放された。
症例 4，56歳，女性，手術不能の子宮癌のため腰痛を来
し， Cordotomy後右 Ta10の hypalgesiaとそれ以下ー 
analgesiaを示し，頑痛は消失，麻薬による食慾不振も
なくなり，全身機能も改善された。 
32.大量メレナを主訴とし，ポリープ並びに潰蕩を伴
なった稀なるメッケル憩室の一例
中島克巳，深町信一，横山哲夫(深町病院) 
4歳の時にメレナの既往をもち，今回も，メレナ，腹
痛を主訴として来院した 10歳の男児で諸検査の結果，
メッケル憩室からの出血を疑い，開腹しポリープ並びに
潰虜を伴った稀なるメッケル憩室を確認した一例であ
る。
手術所見では回腸末端部より約 25cm口側で腸間膜附
着部と反対側に母指頭大のメッケル憩室を認め，切除標
本ではメッケノレ憩室，ポリープ，潰療を認めた。組織学
的には迷入した胃底腺，幽門腺を伴なった，憩室および
ポリープがあり，憩室の頚部に出血を伴なった潰療があ
る。この潰虜には迷入した胃粘膜からの消化性潰蕩と考
えられる。
ポリープを伴なったメッケノレの憩室は非常にめずらし
く，外国では報告があるが，本邦では，私共の調べた限
りではいまだ報告がないように思われる。
